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横
浜
と
捕
鯨
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
一
九

五
〇
年
前
後
、
横
浜
港
が
日
本
水
産
株
式
会

社
の
南
氷
洋
（
南
極
海
）
捕
鯨
基
地
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
こ
れ
ら

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

日
本
の
南
氷
洋
捕
鯨
は
、
一
九
三
四
（
昭

和
九
）
年
、
日
本
捕
鯨
株
式
会
社
一
船
団
か

ら
始
ま
っ
た
が
、
直
ぐ
に
沿
岸
捕
鯨
を
超
え

る
規
模
と
な
り
、
三
八
年
に
は
日
本
水
産
・

大
洋
捕
鯨
・
極
洋
捕
鯨
の
計
六
船
団
と
な
り
、

四
〇
年
に
は
一
万
頭
に
迫
る
捕
獲
高
と
な
っ

た
。
鯨
は
捕
鯨
母
船
上
で
解
体
・
加
工
さ
れ
、

主
に
鯨
油
を
生
産
し
、
第
二
次
大
戦
前
は
直

接
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
へ
販
売
さ
れ
た
。

横
浜
と
の
関
わ
り
で
は
、
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
六
月
、
大
洋
捕
鯨
が
神
奈
川
区

高
島
通
に
横
浜
事
務
所
を
設
置
し
、
三
九
・

四
〇
年
に
は
第
一
日
新
丸
・
第
二
日
新
丸
船

団
が
横
浜
港
か
ら
出
港
し
て
い
る
。
三
九
年

に
は
、
一
〇
月
二
八
日
、
伊
勢
山
皇
大
神
宮

に
お
い
て
大
漁
祈
願
し
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
で
壮
行
会
を
行
っ
て
い
る
。
三
一

日
の
出
発
前
に
は
、
母
船
上
で
社
長
以
下
幹

部
に
よ
る
激
励
が
あ
り
、
出
港
時
は
、
乗
組

員
家
族
五
百
名
余
・
会
社
幹
部
な
ど
が
、
数

隻
の
ラ
ン
チ
に
分
乗
し
て
港
外
ま
で
見
送
り
、

戦
時
期
に
「
近
来
に
な
い
華
や
か
な
船
出

だ
っ
た
」
よ
う
で
あ
る
（
横
貿
一
一
・
一
）。

こ
の
時
期
に
は
、
南
氷
洋
捕
鯨
の
ほ
か
に
、

北
洋
（
太
平
洋
北
部
）
に
お
け
る
捕
鯨
も
始

ま
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
南
氷
洋
・

北
洋
と
も
に
中
止
と
な
っ
た
。

捕
鯨
の
再
開

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
ア
メ
リ
カ

等
の
占
領
に
よ
っ
て
船
舶
の
航
行
が
禁
止
さ

れ
た
が
、
暫
く
し
て
食
糧
難
解
決
の
た
め
に
、

限
定
的
な
範
囲
に
お
け
る
漁
業
が
認
め
ら
れ

た
。
捕
鯨
は
、
先
ず
、
近
海
・
小
笠
原
諸
島

周
辺
が
四
五
年
中
に
許
可
さ
れ
た
。

南
氷
洋
捕
鯨
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
翌
四
六
年
八

月
六
日
付
で
許
可
し
、
日
本
水
産
一
船
団
、

大
洋
漁
業
一
船
団
に
よ
り
再
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
早
く
か
ら
捕
鯨
再
開
に
備
え
て

い
た
大
洋
漁
業
に
対
し
、
日
本
水
産
は
消
極

的
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
中
に
消
失
し
た
捕
鯨

母
船
に
替
わ
り
、
被
弾
し
大
阪
港
に
係
留
さ

れ
て
い
た
油
槽
船
橋
立
丸
を
母
船
に
改
造
し
、

捕
鯨
船
の
新
造
も
行
っ
て
船
団
を
整
え
た
。

日
本
の
南
氷
洋
捕
鯨
再
開
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
・
ノ
ル
ウ
エ
ー
等
の
捕
鯨
国
が
反
対
し
た

が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
食
糧
危
機
を
打
開
す
る
た

め
の
緊
急
措
置
」、「
国
際
捕
鯨
協
定
を
厳
守

す
る
や
う
指
令
も
発
し
て
ゐ
る
」、「
日
本
の

南
極
洋
捕
鯨
企
業
の
再
開
と
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
臨
時
的
措
置
で
あ
る
こ
と
を

表
明
し
て
い
た
（
朝
日
四
六
・
八
・
二
四
）。

こ
の
問
題
は
、
米
国
と
反
対
国
と
の
折
衝
に

よ
っ
て
、
捕
鯨
協
定
遵
守
を
監
視
す
る
た
め

の
監
督
官
の
乗
船
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、
一

応
の
決
着
を
見
た
（
同
九
・
九
）。
出
漁
直

前
の
記
事
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
の
ウ

イ
リ
ア
ム
・
テ
リ
ー
大
尉
と
デ
ビ
ッ
ド
・

マ
ッ
ク
ラ
ケ
ン
少
尉
が
同
乗
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
（
同
一
一
・
一
〇
）。

同
年
一
一
月
、
日
本
水
産
橋
立
丸
船
団
は

大
阪
港
か
ら
出
港
し
、
大
洋
漁
業
日
新
丸
船

団
は
長
崎
港
か
ら
出
港
し
、
南
氷
洋
に
向
か

い
、
一
二
月
か
ら
捕
鯨
を
開
始
し
た
。
翌
年

二
月
一
一
日
に
は
、
帰
国
第
一
船
と
し
て
、

大
洋
漁
業
の
第
三
十
二
播
州
丸
が
四
〇
〇
ト

ン
の
鯨
肉
を
積
ん
で
東
京
築
地
市
場
の
岸
壁

に
到
着
し
、
東
京
・
横
浜
に
一
人
当
た
り
三

〇
匁
（
一
一
二
・
五
グ
ラ
ム
）、
価
格
二
円

二
五
銭
で
配
給
さ
れ
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
朝

日
四
七
・
二
・
一
二
）。
三
月
下
旬
に
は
橋

立
丸
が
門
司
港
へ
、
四
月
に
は
日
新
丸
が
下

関
港
へ
帰
港
し
、
再
開
し
た
南
氷
洋
捕
鯨
の

初
年
度
は
終
了
し
た
。

一
九
四
七
─
四
八
年
捕
鯨
と
横
浜

一
九
四
七
年
度
も
、
四
六
年
度
と
同
様
に

捕
鯨
国
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

が
押
し
切
り
、
日
本
の
南
氷
洋
捕
鯨
は
続
け

ら
れ
た
。
一
一
月
六
日
、
大
洋
漁
業
の
日
新

丸
船
団
は
、
横
須
賀
長
浦
港
か
ら
、
日
本
水

産
の
橋
立
丸
船
団
は
大
阪
港
か
ら
南
氷
洋
へ

向
か
っ
た
（
朝
日
一
一
・
七
）。

翌
四
八
年
一
月
二
〇
日
、
前
年
同
様
、
大

洋
漁
業
の
第
三
十
二
播
州
丸
が
鯨
肉
四
五
〇

ト
ン
を
積
み
帰
国
し
、
横
浜
港
外
に
仮
碇
泊
、

検
疫
後
、
築
地
市
場
へ
向
か
っ
た
。
運
ん
で

き
た
鯨
肉
の
大
半
は
、
北
海
道
方
面
と
山

梨
・
群
馬
方
面
に
向
け
ら
れ
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
（
朝
日
一
・
二
一
）。

三
月
に
な
る
と
、
第
五
山
水
丸
（
極
洋
捕

鯨
、
両
船
団
に
所
属
）
が
、
鯨
肉
一
二
〇
〇

ト
ン
、
鯨
油
五
〇
〇
〇
ト
ン
を
積
ん
で
横
浜

港
に
入
港
し
、
大
き
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。

同
船
は
、
二
四
日
午
前
一
一
時
半
頃
、
神
奈

川
区
の
中
央
卸
売
市
場
岸
壁
に
到
着
し
た
。

岸
壁
で
は
、
市
長
・
知
事
・
農
林
水
産
局
関

係
者
・
市
場
荷
受
業
者
・
市
場
吏
員
や
乗
組

員
家
族
、
市
内
の
小
学
校
を
代
表
し
て
幸
ヶ

谷
小
学
校
五
・
六
年
生
四
〇
〇
人
な
ど
が
待

ち
受
け
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
と
小
旗
を

振
っ
て
歓
迎
し
た
。
船
長
が
下
船
す
る
と
、

幸
ヶ
谷
小
六
年
女
子
児
童
が
代
表
し
て
花
束

を
贈
呈
し
た
。
午
後
か
ら
は
岡
本
敦
郎
・
渡

辺
は
ま
子
な
ど
を
招
い
た
歓
迎
会
を
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
で
は
入
浴
券
・
オ
デ
ヲ

ン
座
入
場
券
・
市
電
全
線
パ
ス
を
贈
っ
て
い

る
（
神
奈
川
三
・
二
五
）。
こ
の
第
五
山
水

丸
が
持
ち
帰
っ
た
鯨
肉
の
う
ち
、
二
四
五
ト

ン
は
県
内
に
配
給
予
定
で
、
横
浜
・
川
崎
・

横
須
賀
の
三
市
が
一
人
当
た
り
二
〇
匁
（
七

五
グ
ラ
ム
）、
そ
の
他
は
四
〇
匁
で
あ
っ
た

（
同
）。
二
七
日
に
は
、
中
央
卸
売
市
場
の

会
議
室
に
、
県
・
市
・
経
済
安
定
本
部
関
係

者
、
場
内
業
者
約
一
五
〇
人
を
招
い
て
鯨
肉

試
食
会
が
行
わ
れ
、
ベ
ー
コ
ン
・
ビ
フ
テ

キ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
料
理
を
試
食
し
た

（
神
奈
川
三
・
二
八
）。
四
月
二
二
日
に
は

第
五
山
水
丸
の
映
画
試
写
会
が
行
わ
れ
て

い
る
（『
昭
和
二
十
三
年
横
浜
市
事
務
報
告

書
』）。
映
画
「
鯨
船
入
港
」
は
、
市
政
宣
伝

映
画
と
し
て
民
生
局
文
化
課
が
担
当
し
、
横

浜
映
画
株
式
会
社
が
制
作
し
た
。
映
画
は
三

五
ミ
リ
、
約
一
〇
分
（
四
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
）、

費
用
一
二
〇
、
五
〇
〇
円
で
、
半
額
は
関
係

の
会
社
に
分
担
し
て
も
ら
う
見
込
み
と
さ
れ

日
本
水
産
の
捕
鯨
基
地

─
一
九
四
八
〜
五
一
年
─



5

●日本水産の捕鯨基地　─一九四八〜五一年─

て
い
る
（
四
八
年
六
月
五
日
「
定
期
監
査
報

告
書
」、「
横
浜
市
会
会
議
録
（
第
十
号
）」

五
六
〜
五
七
頁
）。

こ
の
よ
う
に
捕
鯨
関
係
船
の
入
港
に
は
、

市
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

捕
鯨
基
地
を
横
浜
へ

一
九
四
七
年
度
（
四
八
年
三
月
）
の
歓
迎

ぶ
り
は
、
捕
鯨
基
地
誘
致
の
一
面
が
あ
っ
た
。

「
基
地
誘
致
に
横
浜
魚
類
株
式
会
社
が
尽

し
た
功
績
は
大
き
く
、
す
で
に
昭
和
二
十
三

年
は
じ
め
か
ら
そ
の
運
動
は
な
さ
れ
て
い

た
」（「
捕
鯨
船
団
南
氷
洋
へ
」、『
月
刊
よ
こ

は
ま
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
四
九
年
一

月
）
と
あ
る
よ
う
に
、
四
八
年
初
頭
よ
り
日

本
水
産
に
近
い
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
の
荷

受
会
社
、
横
浜
魚
類
が
誘
致
に
動
い
て
い

た
。
ま
た
神
奈
川
新
聞
で
も
「
特
に
日
水
の

横
浜
へ
の
基
地
移
転
は
横
浜
が
捕
鯨
基
地
と

し
て
各
種
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言

え
地
元
の
横
浜
市
当
局
を
は
じ
め
、
仲
人
役

を
か
つ
て
出
た
横
浜
魚
類
株
式
会
社
岡
田
社

長
、
湯
本
専
務
等
の
熱
意
あ
る
斡
旋
に
負
う

と
こ
ろ
大
で
あ
つ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
い
す

る
」（
二
三
・
一
一
・
一
二
）
と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
運
動
が
功
を
奏
し
、「
よ
う
や
く

日
水
の
気
持
ち
が
動
き
は
じ
め
た
の
が
六
月

は
じ
め
」（『
月
刊
よ
こ
は
ま
』
同
）
で
、
二

五
日
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
日
本
水
産
に
対
し

て
横
浜
港
使
用
の
認
可
が
出
て
い
る
（
神
奈

川
六
・
二
七
）。
日
本
水
産
が
動
い
た
大
き

な
要
因
の
一
つ
に
は
「
日
本
一
と
う
た
わ
れ

る
横
浜
水
道
」
が
あ
っ
た
。
但
し
、
大
洋
漁

業
の
横
須
賀
長
浦
港
が
「
昨
年
か
ら
永
年
の

捕
鯨
基
地
と
き
め
て
加
工
設
備
、
倉
庫
な
ど

社
自
体
で
着
々
施
設
を
し
て
い
る
」
の
に
対

し
、
日
本
水
産
は
中
央
卸
売
市
場
内
に
「
捕

鯨
事
業
本
部
横
浜
出
張
所
」
を
九
月
に
開
設

し
た
が
、
横
浜
港
は
「
日
水
が
一
時
的
に
き

め
た
も
の
で
、
今
年
の
成
績
如
何
で
来
年
は

他
港
に
移
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
不
安

定
な
も
の
で
あ
っ
た
（
神
奈
川
一
〇
・
二
一
、

一
一
・
一
二
）。

こ
の
よ
う
に
捕
鯨
基
地
と
な
っ
た
が
、
周

辺
の
商
人
の
関
心
は
薄
い
と
言
わ
れ
た
。
先

の
『
月
刊
よ
こ
は
ま
』
で
は
、
従
来
の
日
本

水
産
出
入
り
の
大
阪
・
東
京
等
の
商
人
の「
隠

然
た
る
勢
力
」
が
続
い
て
い
て
、
横
浜
商
人

は
簡
単
に
参
入
出
来
な
か
っ
た
が
、
横
浜
側

で
も
「
好
機
を
完
全
に
見
送
つ
た
の
で
あ
り
、

一
部
の
人
を
の
ぞ
い
て
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
努

力
し
な
か
つ
た
と
い
つ
て
よ
く
」、「
の
ろ
ま

な
横
浜
商
人
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
青
果
物
は
、
中
央
卸
売
市
場
の
荷
受
会
社

な
ど
地
元
商
人
が
六
万
貫
余
を
販
売
し
、
そ

の
他
、
船
具
類
の
な
か
の
若
干
を
地
元
の
商

人
が
提
供
し
た
（
神
奈
川
一
〇
・
二
一
）。

一
方
で
港
湾
施
設
は
、
高
島
町
国
営
倉
庫

五
号
・
六
号
が
提
供
さ
れ
、
共
立
・
三
菱
・

日
新
の
各
倉
庫
も
用
意
さ
れ
、荷
役
で
は「
犬

猿
の
間
柄
に
あ
つ
た
」
三
菱
倉
庫
・
関
東
運

輸
が
「
も
ろ
は
だ
ぬ
い
で
一
致
協
力
し
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
事
柄
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
〇
月
二
〇
日
未
明
、
橋
立
丸
は
捕
鯨
基

地
と
な
っ
て
初
め
て
横
浜
港
に
入
港
、
大
桟

橋
に
到
着
し
出
発
に
向
け
て
積
荷
を
始
め
た

（
神
奈
川
一
〇
・
二
一
）。

出
発
直
前
の
翌
一
一
月
一
一
日
に
は
、
横

浜
市
は
、野
毛
の
国
際
劇
場
に
お
い
て
、大
々

的
な
壮
行
会
を
開
催
し
て
い
る
。
壮
行
会
は
、

石
河
京
市
市
長
、
小
沢
二
郎
市
会
議
長
、
第

八
軍
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
中
佐
な
ど
関
係
者
約

一
千
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
石
河
市
長

は
、
壮
行
の
辞
の
な
か
で
「
た
ゞ
港
湾
設
備

が
復
旧
し
て
お
ら
ぬ
た
め
、
十
分
な
援
助
が

出
来
な
か
つ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
つ

た
」
と
述
べ
て
お
り
、
先
の
物
資
調
達
も
含

め
て
、
基
地
機
能
と
し
て
は
、
未
だ
不
充
分

で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
（
神
奈
川
一

一
・
一
二
）。

一
三
日
正
午
、
橋
立
丸
は
大
桟
橋
を
出
港

し
、
捕
鯨
船
七
隻
、
油
槽
船
玉
栄
丸
と
と
も

に
南
氷
洋
へ
向
か
っ
た
（
船
団
は
大
阪
出
港

の
摂
津
丸
な
ど
計
一
三
隻
）。
こ
の
日
、
見

送
り
に
は
約
一
万
二
千
人
が
集
ま
っ
た
。
大

桟
橋
接
収
後
、
日
本
人
が
入
場
を
許
可
さ
れ

た
最
初
だ
と
い
う
。
花
火
が
打
ち
上
が
る
中
、

船
か
ら
は
「
五
色
の
テ
ー
プ
」
が
投
げ
ら
れ
、

「
戦
前
の
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
を
思
わ
せ
再
建

日
本
の
縮
図
で
あ
つ
た
」
と
記
事
に
は
書
か

れ
て
い
る
（
神
奈
川
一
一
・
一
四
）。

一
二
月
中
旬
、
漁
場
に
到
着
し
た
両
船
団

は
捕
鯨
を
開
始
し
、
翌
年
二
月
一
日
、
例
年

通
り
第
一
船
と
し
て
日
新
丸
船
団
の
第
三
十

五
播
州
丸
が
築
地
市
場
に
到
着
、
翌
日
に
は

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
に
冷
凍
鯨
肉
約
二
〇

ト
ン
が
入
荷
、
三
日
に
は
三
〇
ト
ン
が
入
荷

す
る
予
定
と
報
じ
ら
れ
た
（
神
奈
川
四
九
・

二
・
三
）。
次
い
で
五
日
に
は
橋
立
丸
船
団

の
相
模
丸
が
築
地
市
場
に
到
着
し
荷
揚
げ
を

し
た
後
、
八
日
に
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
岸

壁
に
到
着
し
、
翌
日
に
は
約
九
四
ト
ン
の
冷

凍
鯨
肉
を
荷
揚
げ
し
、
横
浜
に
約
四
一
ト
ン

な
ど
の
分
荷
を
行
っ
た（
神
奈
川
二
・
一
〇
）。

そ
の
後
、
捕
鯨
期
間
が
終
了
し
帰
還
の
途

に
つ
い
た
橋
立
丸
は
、
捕
鯨
船
七
隻
と
と
も

に
四
月
二
三
日
横
浜
港
に
帰
港
し
た
。
橋
立

丸
は
、
検
疫
を
終
え
る
と
川
崎
港
に
直
航
し
、

鯨
油
な
ど
を
荷
揚
げ
し
、
二
五
日
、
再
び
、

横
浜
港
へ
向
か
い
、
高
島
桟
橋
に
着
岸
し
た
。

岸
壁
で
は
、
乗
組
員
家
族
や
「
南
氷
洋
捕
鯨

の
歌
」
を
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
で
歌
う
小
学

生
な
ど
に
迎
え
ら
れ
、
船
上
で
行
わ
れ
た
歓

迎
式
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
長
や
同
水

産
部
長
、
農
林
次
官
、
知
事
、
市
長
な
ど
が

歓
迎
の
辞
を
述
べ
て
い
る
。
橋
立
丸
は
、
二

七
日
に
鯨
肉
・
鯨
油
を
積
ん
で
大
阪
に
出
港

す
る
ま
で
、
船
内
の
公
開
を
行
い
、
二
六
日

に
は
小
学
生
一
〇
〇
〇
人
が
見
学
す
る
予
定

で
あ
っ
た
（
神
奈
川
四
・
二
六
）。

ま
た
、
折
し
も
開
催
中
で
あ
っ
た
日
本
貿

易
博
覧
会
会
場
で
も
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

二
六
日
午
前
一
一
時
か
ら
神
奈
川
会
場
の
鉄

塔
下
に
お
い
て
、
乗
組
員
・
家
族
な
ど
約
一

橋立丸船上の歓送会　1948年11月
　（『月刊よこはま』第1巻第7号、横浜市中央図書館所蔵）
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千
人
を
招
待
し
た
。
午
後
に
は
、
芸
能
人
に

よ
る
歌
謡
大
会
も
行
わ
れ
た
。
合
わ
せ
て
博

覧
会
会
場
で
は
、
中
央
卸
売
市
場
が
料
理
法

付
の
冷
凍
鯨
肉
一
〇
〇
匁
を
先
着
一
千
人
に

配
っ
て
い
る
（
神
奈
川
四
・
二
七
）。

横
浜
港
か
ら
去
る

一
九
四
九
年
度
も
橋
立
丸
船
団
は
横
浜
港

を
基
地
と
し
、
一
一
月
二
〇
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
天

然
資
源
局
ス
テ
ン
ク
中
佐
な
ど
を
来
賓
と
し

て
壮
行
会
が
開
か
れ
、
乗
組
員
家
族
や
小
学

生
の
小
旗
に
見
送
ら
れ
て
出
港
し
た
。
捕
鯨

期
間
中
は
、
例
年
の
よ
う
に
両
船
団
と
も
仲

積
船
が
鯨
肉
を
積
ん
で
帰
国
し
た
。
し
か

し
、
食
糧
事
情
の
改
善
、
統
制
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
、
鯨
肉
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ

て
き
て
い
た
。
船
団
が
南
氷
洋
に
出
漁
し
て

い
た
「
こ
の
半
年
の
間
に
国
内
の
経
済
情
勢

は
一
変
し
て
」、「
折
角
は
る
ば
る
お
越
し
願

つ
た
南
氷
洋
の
ク
ジ
ラ
君
も
昨
年
、
一
昨
年

の
よ
う
に
は
歓
迎
さ
れ
そ
う
も
な
い
」
と
言

わ
れ
、
豚
肉
・
牛
肉
の
統
制
廃
止
に
よ
る
価

格
下
落
に
よ
り
鯨
肉
は
消
費
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
。
大
洋
漁
業
で
は
直
売
の
鯨
専

門
店
を
設
け
て
販
売
を
計
画
し
、
ま
た
、
大

洋
・
日
本
水
産
と
も
に
缶
詰
生
産
を
申
請
中

で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
神
奈
川
四
・

七
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
以
後
も
捕
鯨
は
拡

大
し
て
い
く
の
で
、
学
校
給
食
な
ど
多
様
な

ル
ー
ト
が
開
拓
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
横
浜
市
で
は
、
捕
鯨
船
歓
送
迎
の

方
法
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
式

典
は
、
一
部
を
除
い
て
関
心
が
薄
く
、
捕
鯨

事
業
の
意
義
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

全
市
民
が
捕
鯨
従
業
員
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
表
す
る
よ
う
な
行
事
に
変
更
す
る
こ
と
に

し
た（
神
奈
川
五
〇
・
四
・
二
）。
そ
の
た
め
、

式
典
は
会
社
に
委
ね
、
市
は
商
店
街
に
歓
迎

旗
、
主
要
道
路
に
は
横
断
幕
を
か
か
げ
、
乗

組
員
全
員
に
記
念
品
な
ど
を
贈
る
、
各
組
合

の
協
力
を
得
て
旅
館
・
飲
食
店
・
映
画
館
な

ど
は
一
割
引
と
す
る
な
ど
、「
実
質
的
な
歓

迎
方
法
」
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
五
〇
年
度

は
、
出
漁
前
の
入
港
期
間
中
、
市
内
商
店
街

と
共
同
し
捕
鯨
船
団
サ
ー
ビ
ス
週
間
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
、
各
商
店
街
の
「
捕

鯨
船
団
歓
送
迎
の
店
」
に
提
示
す
れ
ば
、
商

品
の
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
（
神
奈
川
一
〇
・
二
五
）。
も
っ

と
も
、
出
港
当
日
は
、
橋
立
丸
船
上
で
壮
行

会
が
行
わ
れ
、
農
林
大
臣
・
市
長
な
ど
祝
辞

が
あ
り
、
乗
組
員
家
族
ら
に
よ
る
見
送
り
は

盛
大
に
行
わ
れ
た
（
神
奈
川
一
〇
・
三
〇
）。

翌
年
四
月
帰
港
時
に
も
盛
大
な
式
典
が
、
船

上
で
行
わ
れ
て
い
る
（
神
奈
川
五
一
・
四
・

一
二
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
に
な
る
と
物
資
の
調

達
に
つ
い
て
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
た
。
五

〇
年
三
月
に
は
、
外
航
船
舶

の
船
具
取
扱
専
門
業
者
が
い

な
い
と
し
て
、
市
と
日
本
水

産
、
市
内
有
力
商
社
な
ど
に

よ
る
懇
談
会
を
開
い
て
、
専

門
業
者
の
復
興
に
努
め
た
い

と
し
て
い
る
（『
横
浜
弘
報
』

第
五
号
）。
ま
た
、
横
浜
市

が
斡
旋
し
て
き
た
食
糧
と

船
用
雑
貨
は
、「
横
浜
市
内

の
業
者
の
誠
意
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
応
需
の

実
力
は
別
と
し
て
、
好
成
績
を
あ
げ
た
の
で
、

来
春
は
さ
ら
に
業
界
陣
を
整
備
、
引
き
続
い

て
市
が
斡
旋
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
（
神
奈
川
五
〇
・
一
〇
・
二

〇
）。
ま
た
、
五
一
年
二
月
に
は
、
日
本
水

産
は
鶴
見
冷
蔵
株
式
会
社
を
設
立
し
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
基
地
と
し
て
根
付

い
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
翌
一
九
五
一
年
度
は
横
浜
港
か

ら
の
出
航
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
水
産

は
、
前
年
ま
で
の
捕
鯨
母
船
橋
立
丸
を
飯
野

海
運
に
売
却
、
替
わ
り
に
ト
ラ
ッ
ク
島
で
空

襲
を
う
け
沈
ん
で
い
た
第
三
図
南
丸
を
引
き

上
げ
、
日
本
に
曳
航
、
修
理
し
て
図
南
丸
と

し
て
新
た
な
母
船
と
し
た
。
こ
の
た
め
の
修

理
が
、
兵
庫
県
の
播
磨
造
船
所
相
生
工
場
で

行
わ
れ
、
こ
れ
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
に

大
阪
出
港
と
な
っ
た
。「
帰
港
は
前
船
団
が

来
春
基
地
横
浜
港
に
帰
る
予
定
」
と
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
一
時
的
な
措
置
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
（
神
奈
川
五
一
・
一
一
・
一
）。

し
か
し
、
横
浜
帰
港
の
記
事
は
な
く
、
翌
年

度
以
降
も
大
阪
か
ら
の
出
港
と
な
っ
た
（
一

九
五
五
年
度
ま
で
、
以
後
、
神
戸
港
）。

お
わ
り
に

日
本
水
産
の
捕
鯨
基
地
は
数
年
で
終
わ
っ

た
が
、
横
浜
港
と
捕
鯨
の
関
係
は
続
い
た
。

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
講
和
条
約
発

効
後
、
北
洋
捕
鯨
が
一
船
団
で
許
可
さ
れ
、

日
本
水
産
・
大
洋
漁
業
・
極
洋
捕
鯨
が
共
同

し
て
、
極
洋
の
ば
い
か
る
丸
を
母
船
と
し
た

一
三
隻
の
船
団
を
形
成
し
た
。
ば
い
か
る
丸

は
七
月
一
〇
日
、
山
内
桟
橋
を
出
航
、
広
川

農
相
・
塩
見
水
産
庁
長
官
や
乗
組
員
家
族
な

ど
の
見
送
り
で
「
ご
っ
た
返
し
」
た
と
い
う

（
神
奈
川
五
二
・
七
・
一
一
）。
極
洋
捕
鯨
は
、

そ
の
後
、
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
横
浜
港

を
捕
鯨
基
地
と
定
め
、
北
洋
に
南
氷
洋
に
出

漁
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
水
産
は
、
総
合
的
な
水
産
会

社
と
し
て
横
浜
魚
類
株
式
会
社
の
有
力
荷
主

あ
り
、
横
浜
と
の
関
係
は
続
い
て
い
る
。
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献
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築
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。
ま
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ど
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